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内容の要旨及び審査の結果の要旨
好酸球や好塩基球が慢性アレルギー性炎症に深く関わっていることが明らかになるにつれ，その生体内における意
義が改めて見直されている。著者はフローサイトメトリー法により，微量の検体に含まれるこれらの細胞の活性化状
態や感作状態を客観的に評価することを試みた。
正常児，アレルギー疾患児の好酸球について，接着分子CD11bと活性化抗原CD69を同時に測定し，これらの抗原
発現の臨床的意義を検討し，次いで，末梢血好塩基球に結合するIgEの蛍光強度差による半定量を試み，以下の成績
を得た。
１．末梢血好酸球のCD11b抗原の発現は，アレルギー恵児において明らかな増強が見られたが，CD69の発現は認
められない。invitroのIL-5添加実験でもCD11bの発現誘導は用量依存性に速やかに起こるが，ＣＤ69抗原の発
現誘導にはきわめて大量のIL-5と長時間の培養を要した。
２．ＣＤ69抗原はアレルギー鼻炎恵児の鼻汁中好酸球には明らかな発現が認められたが，末梢血好酸球には認めら
れない。しかし，２例のhypereosinophilicsyndromeの末梢血好酸球の一部には，強いCD69発現がみられ，形
態的にも活性化状態にあることが示された。
３．正常対照群では，好塩基球結合IgEは血清IgE濃度とほぼ平行し，加齢とともに増加する。２歳までの健常児
とアレルギ一恵児では、好塩基球結合IgEには明らかな差が見られるが，それ以後の年齢層ではオーバーラップ
が多く，両群間の差はあまり顕著ではない。
４．好塩基球結合IgEは血清IgE濃度と良く相関するが，IgE濃度＞300,9／Ｍではほぼ一定の値に止まることから，
高濃度血清IgEの存在下では好塩基球表面のIgE結合能が飽和する可能性が示唆される。また，全血に過剰のIgE
を添加すると，好塩基球表面のIgEは一定濃度まで増加する。
５．アレルギー疾患児における好塩基球結合IgEは，血清IgE濃度の上昇の明らかでない乳児期にすでに高値をと
り，また，喘鳴を繰り返すがアレルゲンが明らかでない乳児でも高値をとる傾向があり，生後早期に好塩基球の
感作が成立することが示唆される。
以上，本研究は微量の検体を用い，生体内における好酸球の活性化の状態と好塩基球におけるIgE結合状態の評価
を可能にしたものであり，アレルギー疾患の病態の解明に，また，血清特異IgEの増加の明らかでない乳時期早期の
アレルギー疾患の診断に有用な指標を加えるものと評価された。
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